
令和４年11月６日（日）

9:30～16:00

つながりから共創へ
～多様化する社会や人びとの暮らしを支える看護の挑戦～

ＷＥＢ
開 催

日本訪問看護財団常務理事
日本訪問看護財団立あすか山訪問看護ステーション統括所長

平原 優美 先生

事前申込は不要です。右記QRを読み取っていただくか

参加用QR

YouTubeで「一般社団法人新潟県医師会」と検索！！

【事前申込不要】【参加費無料】

多様化する社会を支える地域包括ケアシステムのあり方を考える
～ つながりから共創へ ～

［主催］新潟県在宅ケアを考える会
［共催］一般社団法人全国在宅療養支援医協会・公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団
［後援］新潟県医師会・新潟県歯科医師会・新潟県薬剤師会・新潟県看護協会・新潟県栄養士会・新潟

県作業療法士会・新潟県介護支援専門員協会・新潟県医療ソーシャルワーカー協会・新潟県訪
問看護ステーション協議会・新潟県精神科病院協会・新潟県歯科衛生士会・ 新潟県歯科技工
士会・新潟県病院薬剤師会・新潟県理学療法士会・新潟県臨床検査技師会・新潟県診療放射線
技師会・新潟県臨床工学技士会・新潟県柔道整復師会・新潟県鍼灸マッサージ師会・新潟県鍼
灸師会・新潟県介護福祉士会・新潟県社会福祉士会・新潟県介護老人保健施設協会・新潟県老
人福祉施設協議会・新潟県精神保健福祉士協会・新潟県言語聴覚士会・新潟県小規模多機能型
居宅介護事業者協議会・新潟県認知症高齢者グループホーム協議会・新潟県病院協会

多様化する社会や地域を支え人びとに寄り添える
地域包括ケアシステムを目指して

基調講演Ⅰ

基調講演Ⅱ

未来に向けた共生社会の目指すもの
～誰も取り残されない『社会的包摂』の実現を目指して～

杏林大学保健学部看護学科 教授 大木 幸子 先生

シンポジウム

※このフォーラムは「公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団」の事業の一環として開催されます。

第９回甲信越在宅医療推進フォーラム
＜第14回在宅ケアを考える集いin越後2022＞



   プログラム 

【開  会】    9：30～ 9：50                                       

挨拶 新潟県在宅ケアを考える会        会 長  上村 伯人（上村医院院長） 

新潟県医師会              会 長 堂前 洋一郎  
新潟県看護協会             会  長  斎藤 有子 

   来賓挨拶 新潟県福祉保健部            部 長 松本 晴樹   
公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団  理事長 住野 耕三   

【基調講演Ⅰ】   9：50～11：00                                 

『つながりから共創へ ～多様化する社会や人びとの暮らしを支える看護の挑戦～』 

講師 日本訪問看護財団 常務理事 
日本訪問看護財団立あすか山訪問看護ステーション 統括所長 平原 優美  

座長 新潟県在宅ケアを考える会 会長  上村 伯人（上村医院院長） 

【シンポジウム】 11：00～13：00                                          

『多様化する社会や地域を支え人びとに寄り添える地域包括ケアシステムを目指して』 

［１］「地域医療提供体制のアップデート～多職種との連携によるＩＣＴ活用の推進～」 

   中島脳外科内科医院(新潟県) 院長 中島  拓  

［２］「患者の多様なニーズに対応した専門性の高い看護外来の機能強化への取組」 

   安曇野赤十字病院看護部(長野県) 認知症看護認定看護師 飯島久仁絵  

［３］「かかりつけ薬局の多様な地域のニーズに対応するまちづくりへの取組」 

新潟県薬剤師会(新潟県) 理事 長澤 貴明  

［４］「様々な世代や状況の人びとがつながり、地域とともに「ここで生きる」を支える取組」 

ＮＰＯ法人デイサービスかんむら(山梨県) 理事長 岡  秀行  

［５］「多分野と協働した対象を区切らない地域づくりの取組」 

三条市福祉保健部高齢介護課 地域包括ケア総合推進センター(新潟県) 主査 渡邉 晃代  

座長 揚石医院内科小児科循環器科院長 院長  揚石 義夫 

新潟県看護協会訪問看護ステーションにいがた 所長  高橋 美佳子 

【昼 休 み】     13：00～13：55                                           

【報告事項】     13：55～14：10                                    

『新潟県訪問看護総合支援センターの機能強化に向けて』 

報告者 新潟県訪問看護総合支援センター・新潟県看護協会訪問看護推進課 課長 今出  晶代 

【基調講演Ⅱ】    14：10～15：50                                    

『未来に向けた共生社会の目指すもの～誰も取り残されない「社会的包摂」の実現を目指して～』 

講師 杏林大学保健学部看護学科 教授 大木  幸子 

座長 新潟県看護協会 常務理事  青柳 玲子（第９回甲信越在宅医療推進フォーラム大会長） 

【閉  会】    15：50～16：00                                          

次年度開催県挨拶 

閉会挨拶   第９回甲信越在宅医療推進フォーラム大会長  青柳 玲子（新潟県看護協会常務理事） 

                                                        

  

【お問い合わせ先】  新潟県在宅ケアを考える会事務局 

〒951-8581 新潟市中央区医学町通 2-13 新潟県医師会業務課内 

TEL 025-2２3-6381（平日 9：00～17：00）   FAX 025-224-6103   

MAIL gyoumu@niigata.med.or.jp 

mailto:gyoumu@niigata.med.or.jp

